第2巻第10課

第10課　家族
目標
	日本語学習目標

・家族の人数や構成かを言ったり聞いたりすることができる。

・日本語の家族の呼称の特徴や、中国語との共通点相違点に気づく。
文化・人間関係目標

・家族の形態は多様であることを知る。

・世界の中学生の家族に興味を持ったり、家族（の形態や家族との関係）に共感したりする。
	文字学習目標

・カタカナ（8文字）を読んだり書いたりできる。

・カタカナの促音の表記がわかる。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント
・漫画から、美香と張のお母さんが話している話題や美佳や張の家族の構成などを想像させて、トピックに導きましょう。
問いかけ例

　　　　○どんな場面ですか。
○美佳の家族は何人だと思いますか。誰がいると思いますか。
○張の家族は何人だと思いますか。誰がいると思いますか。

●補足説明

なし

学習活動（学习活动）
家族を紹介しよう！
	活動のねらい

	・家族の人数を言うことができる。
・相手に家族の人数を聞くことができる。
・家族の構成を言うことができる。
・相手に家族の構成を聞くことができる。
・中学生であることや学年を言うことができる。
・日本語の家族の胡椒の特徴や、中国語との共通点相違点がわかる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	●

	■新出

家族は何人？　－～人。

だれがいる？　　－～と～と～。

■既習

～は～が好き。
	人数の数え方／家族の呼称／学年の言い方



●活動内容

・お互いの家族の写真や絵を見ながら、家族のことを聞いたり、紹介したりします。
●制作意図＆授業のヒント

・この課の紙面構成は、ほかの課と異なります。最初にP57活動1で、写真や絵を使って家族について視覚的にまとめます。このページにまとめた人を日本語で紹介できるようになることが、この活動の目的になります。そして、次のP58 活動2で日本語での人の紹介ができるようになったら、最後のP58 活動3でもう一度P57に戻り、家族のことを紹介する内容を日本語で書き込んで、それをもとにクラスメートと話をします。
・家族について、言いたくない生徒は、友達の家族や知り合いの家族や架空の家族の絵を描いてもかまいせん。

・家族について友達と話をするときは、家族の人数や構成だけでなく、家族の好きなこと、家族の年齢などもどんどん聞いてみましょう。

・家族の写真や絵ではなく、P59の「家族の呼称」の図のような家系図を書いてもいいでしょう。
●補足説明
なし
コラム（专栏）
家族
	目標

	・家族にはさまざまな形態があることがわかる。
・家族に関する記念日をとおして、家族と自分のかかわりについて考えることができる。
・世界の中学生の家族に共感をしたり、興味を持ったりする。


●制作意図
・兄弟の多い家庭もあれば、一人っ子の家庭もあります。おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に住んでいる家庭もあれば、別々の家庭もあります。両親と一緒に住んでいる家庭もあれば、何かの事情で両親と一緒には住んでいない家庭もあります。また、家族のメンバーのうちの誰かが仕事や勉強の都合で遠くに離れて住んでいることもあります。一言で家族と言っても、いろいろな形態があります。このコラムでは、家族をテーマに「家族」の形態はそれぞれ異なること、家族に対する思いは人それぞれ違うことを知るとともに、自分の家族について考えたり、自分と似た気持ちを持つ人を探したりしてもらいたいと考えています。
　　◇気づかせたいポイント

　　　　・家族の形態の多様性

　　　　・家族への思いの共通性

●授業のヒント
・世界の中学生の家族の写真と自分の家族を紹介している文から、世界の中学生の家族の人数や家族に対する思いを知ることができます。その上で、自分の家族と比較し、共通しているところや違っているところを発表させます。この場合、中国では一人っ子政策があるため一人っ子の家庭が大半だが、他の国では兄弟のいる家族が多いことが見てとれます。中国では一人っ子政策がとられていますが、他の国にも同様の政策があるかなどを調べさせることもできます。
・7人の中学生の家族に対する言葉を読んで、7人に共通していると思うことを探し出してみます。また、もし自分がこのページに載るなら、どんなことを書くか、考えさせてみてもいいでしょう。
・世界の中学生が、自分の国で制定されている家族に対して感謝する日を紹介しています。彼らが何をしているか、同じような日が中国にもあるかを発表させます。また、この写真ではすべての日について言及しているわけではありません。6カ国の家族に対して感謝をする日を調べさせて、表にまとめさせてもいいでしょう。
●補足説明
・教科書にも記載されていますが、日本では母の日が5月の第二日曜日、父の日が6月の第三日曜日、敬老の日が9月の第三月曜日で祝日となっています。また、5月5月が子どもの日で同じく祝日です。なお、5月5日は端午の節句ともいい、男の子の成長を祝う日でもあります。女の子の成長を祝う日はひな祭りで、3月3日です。3月3日は祝日ではありません。

・日本では母の日には赤いカーネーションを贈る習慣が、父の日に贈るものにはいくつかの説がありますが、基本的には感謝の気持ちを伝える日と考えられています。ですから、お母さんやお父さんの好きなものを贈ることも多いようです。

・第3巻の参考語彙に「年中行事」を紹介するページがありますが（第3巻P118-119）、ひな祭り、こどもの日に関しては写真が紹介されているので、第3巻の素材集CDから写真を取り出して、生徒に見せたりして紹介することもできます。
・6カ国の家族に対する感謝を表す日の一覧は以下のとおりです。ただし、最初から教師がすべて紹介するのではなく、時間の許す限り生徒に調べさせ、まとめさせるといいでしょう。
　　　　韓　　国：5月5日（子どもの日）、5月6日（父母の日）、10月2日（老人の日）

　　　　モンゴル：3月8日（国際婦人デー）、3月18日（軍人の日、実際には「父の日」）、
6月1日（子どもの日）

　　　　ロシア　：2月23日（祖国英雄の日。実際には、国際婦人デーに対する「男性の日」）、
3月8日（国際婦人デー）、6月1日（子どもの日）、11月最終日曜日（母の日）

アメリカ：5月第2日曜日（母の日）、6月第3日曜日（父の日）

オーストラリア：6月第1日曜日（父の日）、5月第2日曜日（母の日）
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭で、また書いて確認しましょう。

・「回答以下家里人情况的提问吧」は、テープを聞いて質問に答えてみましょう。

●補足説明
なし
日本語広場（日语广场）
日本人の姓
	目標

	・日本の姓にまつわること（日本で多い姓、姓の由来の特徴、中国の姓との関係、結婚による姓の変更）がわかる。


●制作意図＆授業のヒント
・第1巻のコラムで、世界各地の中学生のそれぞれの名前の由来について取り上げました。第2巻では、姓にまつわることについて、日本を例に取り上げました。生徒たちに中国ではどうか、ほかの地域・国ではどうか調べたり考えたりするきっかけにしてほしいと考えています。
●補足説明
参考解答（上から）
Q1：2文字が多い
Q2：自然や地形に関係がある姓も多い（林、川西、田中、大石、山田、奥田）
Q3：中国にもある姓（林、秦）

Q4：第1位　佐藤、第2位　鈴木、第3位　高橋、第4位　田中

Q5：省略

家族間の姓に関する質問：美佳のお母さんの姓とお母さん方祖父母の姓が異なっていること、両親と子供全員が同じ姓であることがわかる。

日本では、結婚するとき、夫婦のどちらかがもう一方の配偶者の姓に変更し、夫婦が同姓になる。
カタカナ（片假名）
	目標

	・カタカナ8字が読めて書ける。

・促音の表記がわかる。


●制作意図＆授業のヒント

・カタカナの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課で扱う8文字を習った後、読めたり書けるようになる表現

トピックに関係するもの：ミー（漫画の中の猫の名前）

以下、家族の好きなものを説明するときに使えるもの

サッカー、バスケ、トランペット、スケート、スキー、パソコン、
ケーキ、バドミントン（全て第1巻学習活動・参考語彙）、
フライドチキン（漫画）

トピックに関係ないもの：ストラップ、12ページ（漫画）

ペン、ペンケース、シャーペン（全て第10課）

ブラスバンド部（第1巻漫画）

バケツ、ゴミ箱（第1巻参考語彙）
・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図2の連想法カタカナは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明

参考解答：　ミ（三）　　ヘ（部）　　キ（幾）　　ラ（良）
ツ（川）　　ケ（介）　　サ（散）　　ソ（曽）
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